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人間の自由のざわめき（ le tumulte de la liberté humanie）のなかで幸運に





装 が 流 行 し た （ 図 版 参 照   
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その後の王政復古期（1814 年~1830 年）において、再びロココ調のファッ
ションがモードを席巻するなかで次第にエレガンスさを失ってゆく。第二帝
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る；Pm. P.692.）  
 
「人混み（ la foule）に連れ添う」 (Pm. P.691.) 情熱を持ち合わせた人物を
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あらゆる現代的なもの（m o d e r n i t é）が古代的なものになるに値するた
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代生活の画家」が著された 63 年とほぼ同じ時期かあるいはそれ以降（第二版は 61
年、第三版はボードレールの死後 69 年）に書かれたものであると考えられる。  
